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〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【
７
月
】

　

日
・
国
道
４
８
２
号
整
備
促
進

１７

期
成
同
盟
会
総
会

　
　

・
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
入
館

者
数
２
０
０
万
人
達
成

　

日
・
全
国
健
康
む
ら　

ネ
ッ
ト

１９

２１

豊
岡
大
会

　

日
・
永
楽
館
竣
工
式

２３
　

日
・
木
屋
町
小
路
竣
工
式

２６
　
　

・
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

（
〜

'０８

　

日
）

２７

　

日
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ヒ
ナ
巣
立

２７

ち
を
祝
う
会

　
　

・
豊
岡
消
防
団
お
よ
び
自
主

防
災
組
織
合
同
訓
練

　

日
・
た
ん
た
ん
温
泉
福
寿
の
湯

２８

竣
工
式

　
　

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ク
セ

ス
数
２
０
０
万
件
到
達

　

日
・
た
け
の
海
上
花
火
大
会

３０
　

日
・
放
鳥
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ヒ
ナ

３１

巣
立
ち
記
念
イ
ベ
ン
ト

　
　

・
永
楽
館
�
落
大
歌
舞
伎
お

練

【
８
月
】

１
日
・
永
楽
館
�
落
大
歌
舞
伎

（
〜
５
日
）

　
　

・
柳
ま
つ
り
（
〜
２
日
）

３
日
・
北
但
地
域
環
境
フ
ォ
ー
ラ

ム

　
　

・
九
州
石
油
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

教
室
（
〜
４
日
）

　

日
・
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
早

１０

期
実
現
促
進
大
会

　

８
月
５
日
か
ら　

日
ま
で
の
８

１２

日
間
、
市
国
際
交
流
協
会
主
催
の

友
好
訪
問
使
節
団
が
モ
ン
ゴ
ル
を

訪
れ
、
現
地
の
人
々
と
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　

モ
ン
ゴ
ル
国
と
は
、
隔
年
で
市

か
ら
友
好
訪
問
使
節
団
を
派
遣
、

モ
ン
ゴ
ル
国
か
ら
中
学
生
を
中
心

と
し
た
研
修
生
を
受
入
れ
て
お
り
、

但
東
地
域
の
方
や
子
ど
も
た
ち
と

の
交
流
は
、　

年
間
に
わ
た
り
続

１６

い
て
い
ま
す
。

　

モ
ン
ゴ
ル
国
と
の
交
流
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
よ
う
と
派
遣
し
た
今

　

７
月　

日
、
但
東
北
部
地
域
の

２８

交
流
・
情
報
発
信
拠
点
と
し
て
、

ま
た
、
地
域
の
活
性
化
に
向
け
整

備
し
て
き
た
「
た
ん
た
ん
温
泉　

福
寿
の
湯
」
が
、
但
東
町
坂
野
の

た
ん
た
ん
ト
ン
ネ
ル
南
側
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

　

午
前　

時　

分
か
ら
、
関
係
者

１０

３０

に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
、
中
貝

市
長
に
よ
る
開
き
初
め
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

竣
工
式
典
の
施
設
管
理
引
き
継

ぎ
で
、
中
貝
市
長
か
ら
鍵
を
受
け

取
っ
た
、
た
ん
た
ん
温
泉
運
営
管

理
組
合
理
事
長
の
福
田
俊
文
さ
ん

は
「
資
母
地
区
７
０
０
戸
す
べ
て

が
出
資
者
で
す
。
み
ん
な
で
一
丸

と
な
り
、こ
の
温
泉
を
中
心
に
資
母

地
区
を
元
気
に
し
て
い
き
た
い
」

と
、力
強
く
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

７
月　

日
、
市
の
観
光
と
地
場

２６

産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
整
備
し

た
「
木
屋
町
小
路
」
が
、
城
崎
温

泉
街
の
中
央
に
位
置
す
る 
四  
所 
神

し 

し
ょ

社
前
の
広
場
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
中
に
は
、
独
創
性
あ
ふ
れ
る

魅
力
的
な
テ
ナ
ン
ト
ゾ
ー
ン
が
あ

り
、
個
性
的
で
お
し
ゃ
れ
な　

店
１０

舗
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　

午
前　

時
か
ら
の
竣
工
式
で
、

１０

中
貝
市
長
は
「
木
屋
町
小
路
は
、

城
崎
の
ま
ち
な
み
の
調
和
を
考
え

る
ま
ち
づ
く
り
と
、
ま
ち
を
あ
げ

て
来
訪
者
を
も
て
な
す
と
い
う
２

つ
の
伝
統
を
引
き
継
い
だ
も
の
。

よ
り
多
く
の
人
に
来
て
い
た
だ
き
、

満
足
し
て
帰
っ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

夜
に
は
、
交
流
広
場
で
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、

鏡
開
き
や
千
本
も
ち
つ
き
が
行
わ

れ
、
湯
け
む
り
太
鼓
の
音
が
城
崎

温
泉
街
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

国
際
交
流
協
会
友
好
訪
問
使
節
団
が
モ
ン
ゴ
ル
を
訪
問

市
内
中
学
生
が
大
自
然
を
満
喫

木
屋
町
小
路
が
オ
ー
プ
ン

城
崎
温
泉
街
に�
和
の
に
ぎ
わ
い
�を
創
出　
!!

回
の
使
節
団
に
は
、
但
東
地
域
以

外
の
中
学
生
も
初
め
て
参
加
。
市

国
際
交
流
協
会
副
会
長
を
団
長
と

す
る　

人
が
モ
ン
ゴ
ル
の
自
然
環

１０

境
や
人
々
の
暮
ら
し
、
文
化
な
ど

を
体
験
し
ま
し
た
。
自
ら
の
生
活

を
見
つ
め
直
し
た
り
、
国
際
感
覚

が
身
に
つ
い
た
り
と
、
充
実
し
た

８
日
間
と
な
り
ま
し
た
。　

　

空
路
首
都
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
到

着
後
、
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
た
使

節
団
。そ
こ
に
は
、ホ
ー
ム
ス
テ
ィ

家
族
や
昨
年
豊
岡
で
受
け
入
れ
た

研
修
生
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

　

３
日
目
に
は
、
約
３
０
０
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
離
れ
た
大
草
原
へ
移
動

し
、
自
分
た
ち
で
ゲ
ル
（
モ
ン
ゴ

ル
遊
牧
民
移
動
式
住
居
）
を
組
み

立
て
ま
し
た
。
ヤ
ギ
の
蒸
し
焼
料

理
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
、

ゲ
ル
で
の
生
活
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
に
は
剣
道
の
有

段
者
も
居
り
、
竹
刀
や
防
具
を

使
っ
て
の
模
範
演
技
で
日
本
文
化

の
素
晴
し
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

▲１０人のモンゴル友好訪問使節団
　（モンゴル　ウンドゥルドブ）

た
ん
た
ん
温
泉
福
寿
の
湯
が
オ
ー
プ
ン

『
お
湯
よ
し 
人
よ
し 
眺
め
よ
し
』を
体
感　
!!

▲竣工式を祝いテープカットを行
う関係者
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頑
張
れ
、
ト
キ
！ 

　

旅
行
社
へ
の
豊
岡
の
売
り
込
み

に
博
多
に
向
か
う
新
幹
線
の
中
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課
か
ら
電
話
が

入
り
ま
し
た
。「
市
長
、
佐
渡
に
コ

ウ
ノ
ト
リ
で
す
。
有
機
の
田
ん
ぼ

に
降
り
ま
し
た
」「
ひ
え
ー
！
」

　

今
年
９
月　

日
、
つ
い
に
ト
キ

２５

が
佐
渡
の
空
に
帰
さ
れ
ま
す
。
コ

ウ
ノ
ト
リ
と
同
じ
運
命
を
た
ど
っ

て
き
た
鳥
で
し
た
。
コ
ウ
ノ
ト
リ

目
ト
キ
科
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
同
様
、

乱
獲
、
森
林
伐
採
、
農
業
、
と
り

わ
け
農
薬
の
使
用
に
よ
っ
て
絶
滅

に
追
い
や
ら
れ
ま
し
た
。

　

種
を
救
う
最
後
の
手
段
と
し
て

の
人
工
飼
育
の
開
始
は
、
コ
ウ
ノ

ト
リ
の
２
年
後
の
１
９
６
７
年
。

野
生
で
の
絶
滅
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ

の　

年
後
の
１
９
８
１
年
。
人
工

１０
飼
育
で
の
初
め
て
の
ヒ
ナ
誕
生
は
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
の　

年
後
の
１
９
９

１０

９
年
の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
し
て
い
よ
い
よ
、
で
す
。
佐

渡
の
皆
さ
ん
、
き
っ
と
う
ま
く
い

き
ま
す
。
皆
さ
ん
を
応
援
す
る
豊

岡
の
思
い
を
代
弁
す
る
か
の
よ
う

に
、
野
生
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
佐
渡

に
舞
い
降
り
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
の
手
元
に
、
本
間
ひ
と
し
さ

ん
と
い
う
役
者
の
一
人
語
り
「
ト

キ
が
滅
び
る
と
き
」
の
台
本
が
あ

り
ま
す
。
ト
キ
を
食
べ
た
経
験
が

あ
る
男
が
語
る
、
ト
キ
絶
滅
の
物

語
で
す
。
農
薬
の
使
用
、
ト
キ
捕

獲
の
苦
悩
。「
小
学
校
に
ト
キ
の
は

く
製
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
ト

キ
は
ち
ょ
っ
と
首
を
曲
げ
て
お
り

ま
し
た
。
子
ど
も
心
に
、
自
分
は

な
ぜ
こ
ん
な
目
に
遭
っ
た
ん
だ
ろ

う
と
、
私
に
問
い
か
け
て
く
る
よ

う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
」「
ト
キ
が

滅
び
る
と
き
は
、
ま
た
私
た
ち
人

間
が
滅
び
る
と
き
だ
と
い
う
こ
と

で
ご
ざ
い
ま
す
」。

　

追
悼
と
絶
望
の
物
語
。
か
つ
て

本
間
さ
ん
の
語
り
を
聞
き
な
が
ら
、

私
は
何
度
も
涙
を
流
し
ま
し
た
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
放
鳥
で
「
ト
キ
に
も

希
望
が
出
て
き
ま
し
た
」
と
喜
ん

だ
本
間
さ
ん
は
、
ト
キ
の
放
鳥
を

見
る
こ
と
な
く
、
昨
年
他
界
さ
れ

ま
し
た
。

　

受
け
継
が
れ
て
い
く
バ
ト
ン
。

そ
ん
な
言
葉
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

を
開
催

'０８

約
４
６
、０
０
０
人
の
航
空
フ
ァ
ン
を
エ
ア
シ
ョ
ー
で
魅
了
！

　

テ
レ
ビ
番
組
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

巣
立
ち
映
像
と
と
も
に
流
れ
、
話

題
と
な
っ
た
楽
曲
「
♪
守
り
た
い

も
の
」
を
歌
う
普
天
間
か
お
り
さ

　

７
月　

日
と　

日
の
２
日
間
、

２６

２７

「
視
界
良
好　

希
望
の
翼　

テ
イ

ク
オ
フ
」
を
テ
ー
マ
に
コ
ウ
ノ
ト

リ
但
馬
空
港
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　
'０８

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
日
本
初
の
エ
ア

シ
ョ
ー
チ
ー
ム
「
エ
ア
ロ
ッ
ク
」

が
機
体
を
回
転
さ
せ
な
が
ら
青
空

を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
し
て
白
煙
で

ハ
ー
ト
マ
ー
ク
な
ど
を
次
々
に
描

い
て
い
く
と
、
観
衆
か
ら
は
大
き

な
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

家
族
連
れ
を
中
心
に
市
内
外
か

ら
同
空
港
を
訪
れ
た
約
４
６
、
０

０
０
人
の
観
衆
は
、
小
型
航
空
機

の
編
隊
飛
行
や
セ
ス
ナ
機
の
遊
覧

体
験
飛
行
な
ど
の
ス
カ
イ
イ
ベ
ン

ト
、
プ
ロ
ペ
ラ
旅
客
機
「
Ｙ
Ｓ
‐

　

」
の
機
内
公
開
、
但
馬
じ
ば
さ

１１ん
ま
つ
り
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー

な
ど
の
地
上
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
多

彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
、
夏
休

み
の
思
い
出
を
胸
に
刻
ん
で
い
ま

し
た
。

　

な
お
、
２
日
目
は
午
前　

時
ご

１１

ろ
に
天
候
が
悪
化
し
、
大
雨
・
洪

水
警
報
も
発
令
さ
れ
、
そ
の
後
の

イ
ベ
ン
ト
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
の
放
鳥
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ヒ
ナ
巣
立
ち
記
念
日（
７
月　

日
）に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

３１

普
天
間
か
お
り
ラ
イ
ブ「
命
へ
の
応
援
〜
守
り
た
い
も
の
〜
」

▲流れるように飛行する小型航空機
に見入る観衆

▲但東をテーマに研究を行っ
た大学生による研究発表（但
東市民センターホール）

ん
を
招
き
、
昨

年
国
内
の
自
然

界
で　

年
ぶ
り

４６

に
ヒ
ナ
が
巣

立
っ
た
記
念
日

の
７
月　

日
に

３１

イ
ベ
ン
ト
を
行

い
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
但
東
で
ミ
ニ
ラ
イ
ブ

と
大
学
生
に
よ
る
学
術
研
究
発
表

を
、
続
い
て
豊
岡
で
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
と
野
外
ラ
イ
ブ
を
開
催
。

会
場
は
、
普
天
間
さ
ん
の
透
き
通

る
よ
う
な
歌
声
と
飾
り
気
の
な
い

お
し
ゃ
べ
り
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

　

彼
女
の
歌
は
私
た
ち
に
問
い
か

け
ま
す
。「
あ
な
た
の
『
守
り
た
い

も
の
』
は
何
で
す
か
？
」

▲普天間かおりさん
　「♪守りたいもの」を熱唱
（市役所前）


